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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 13日 (2006.9.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
汚 水 中 の 窒 素 化 合 物 を 好 気 性 条 件 下 で 硝 化 処 理 す る 硝 化 反 応 槽 と 、 硝 化 に よ っ て 得 ら れ た
硝 化 液 中 の 硝 酸 性 窒 素 又 は 亜 硝 酸 性 窒 素 を 流 入 汚 水 中 の 有 機 炭 素 源 及 び 外 部 か ら 供 給 す る
水 素 供 与 体 を 利 用 し て 窒 素 ガ ス に 還 元 す る 脱 窒 反 応 槽 を 有 す る 生 物 化 学 的 脱 窒 素 プ ロ セ ス
に 付 設 す る 水 素 供 与 体 添 加 制 御 装 置 に お い て 、 脱 窒 反 応 槽 か ら 試 料 水 を 採 取 す る 試 料 水 採
取 手 段 、 該 採 取 手 段 か ら の 試 料 水 か ら ガ ス 成 分 を 分 離 す る 気 液 分 離 手 段 、 該 気 液 分 離 手 段
か ら 発 生 し た ガ ス 成 分 中 に お け る 水 素 供 与 体 量 を 検 出 す る 水 素 供 与 体 量 検 出 手 段 、 及 び 、
水 素 供 与 体 量 検 出 手 段 か ら の 検 知 信 号 を 水 素 供 与 体 供 給 手 段 の 供 給 量 操 作 部 に 入 力 さ せ る

フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 手 段 と を 、 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 を 適 用 す る 的 脱 窒 素 プ ロ セ ス の 流 れ 図 （ 処 理 フ ロ ー 図 ） の 一 例 を 図 １ に 示
す 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 は 、 汚 泥 沈 殿 さ せ る た め の を 付 設 し て い る 。 で 発
生 し た 汚 泥 の 一 部 は 返 送 汚 泥 と し て に 循 環 さ せ る よ う に な っ て い る 。

比 例 制 御 手 段 （ ）
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曝 気 槽 １ ６ 沈 降 槽 ２ ０ 沈 降 槽 ２ ０
曝 気 槽 １ ６



【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ し て か ら の 排 水 は 硝 化 反 応 槽 ２ ４ に 流 入 し た あ と 、 第 二 脱 窒 反 応 槽 ２ ６ 、 再
曝 気 槽 ２ ８ お よ び 最 終 沈 降 槽 ３ ０ を 経 て 放 流 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 第 一 ・ 第 二 脱 窒 反 応 槽 １ ４ 、 ２ ６ 、 、 硝 化 反 応 槽 ２ ４ 及 び 再 曝 気 槽 ２ ８
か ら 発 生 す る ガ ス は 脱 臭 反 応 槽 ３ ２ に 導 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ し て 、 上 記 第 二 脱 窒 反 応 槽 ２ ６ に 付 設 さ せ る 本 実 施 形 態 の 水 素 供 与 体 添 加 制 御 装 置 （ メ
タ ノ ー ル 添 加 制 御 装 置 ） の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 図 ２ に 示 す モ デ ル 図 （ フ ロ ー 図 ） に 基 づ
い て 説 明 を す る 。 第 二 脱 窒 反 応 槽 ２ ６ の み に メ タ ノ ー ル 添 加 制 御 装 置 を 付 設 す る 。 第 一 脱
窒 １ ４ は 、 上 記 の 如 く Ｂ Ｏ Ｄ 過 多 で あ り 、 メ タ ノ ー ル 等 の 水 素 供 与 体 を 添 加 す る 必
要 は な い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の と き 、 採 取 ポ ン プ ３ ４ と し て は 、 定 量 供 給 が 容 易 な チ ュ ー ブ ポ ン プ を 用 い 、 そ の 吐 出
量 は 、 上 記 大 き さ の 気 化 槽 ３ ６ に お い て 、 例 え ば 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ Ｌ ／ min、 望 ま し く は
、 １ ０ ０ ｍ Ｌ 前 後 と す る 。 吐 出 量 が 大 き す ぎ る と 、 安 定 し た 気 化 率 を 得 難 く 、 逆 に
小 さ す ぎ る と 、 充 分 な 気 化 量 を 得 が た い 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
上 記 に お い て 、 ガ ス 成 分 の 採 取 は 、 本 実 施 形 態 で は 循 環 採 取 と し 、 そ の 量 は ガ ス 検 知 器

異 な る が 、 例 え ば 、 上 記 「 可 燃 性 ガ ス 検 知 警 報 器 Ｂ Ｈ Ｍ － １ 型 」 の 場 合 、 １ ０ ０
０ ｍ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ と す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ ２ ） 連 続 的 硝 化 ・ 脱 窒 工 程 に お け る 効 果 の 確 認 ：
　 前 段 に 硝 化 反 応 槽 を 設 け 、 連 続 的 に 硝 酸 ア ン モ ニ ウ ム 溶 液 を ２ ４ ｈ 連 続 投 入 し 、 微 生 物
（ 硝 化 菌 ） で ア ン モ ニ ア 性 窒 素 を ｐ Ｈ ７ ． ８ と な る よ う に 自 動 ｐ Ｈ 調 整 を 行 い さ せ た
後 、 脱 窒 反 応 槽 で は 馴 養 し た 微 生 物 （ 脱 窒 菌 ） を 使 用 し て 脱 窒 反 応 を 行 っ た 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ １ 】
脱 窒 反 応 槽 内 液 を チ ュ ー ブ ポ ン プ で 取 り 出 し 、 加 熱 器 で Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 に よ り 一 定 水 温 と し 、
余 剰 メ タ ノ ー ル を 気 化 装 置 で 気 化 さ せ 、 そ の ガ ス を メ タ ノ ー ル ガ ス 検 知 器 で 測 定 し た 。 得
ら れ た 検 出 値 か ら Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 に よ り メ タ ノ ー ル ポ ン プ の 制 御 を 行 い 、 自 動 添 加 さ せ た 。 検
出 値 の 制 御 は 、 下 記 表 １ に 示 す 一 定 の を 用 い た 。 硝 化 反 応 槽 及 び 脱
窒 反 応 槽 内 の Ｎ Ｈ 4 － Ｎ 、 Ｎ Ｏ 3 － Ｎ 、 Ｃ Ｏ Ｄ を 一 日 １ 回 測 定 し た 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
硝 化 反 応 槽 へ の 流 入 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 溶 液 の 濃 度 を 変 化 さ せ た （ ２ ４ ０ ／
Ｌ 、 ３ ７ ０ ／ Ｌ 、 ４ ８ ０ ／ Ｌ ） と こ ろ 、 表 1に 示 す 条 件 下 で
、 表 ２ 及 び 図 ５ に 示 す よ う な 硝 化 反 応 槽 硝 酸 性 窒 素 （ Ｎ Ｏ 3 － Ｎ 脱 窒 反 応 槽 硝 酸 性 窒
素 （ Ｎ Ｏ 3 － Ｎ ） お よ び Ｃ Ｏ Ｄ の 経 時 変 化 結 果 を 得 た 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
脱 窒 反 応 槽 で の 硝 酸 性 窒 素 は 安 定 し て 処 理 さ れ て お り 、 且 つ 、 メ タ ノ ー ル の 余 剰 濃 度 の 指
標 と し て 測 定 し た Ｃ Ｏ Ｄ に つ い て も 平 均 ｍ ｇ ／ Ｌ と 低 い 濃 度 を 維 持 で き た 。
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